
400年の歴史が息づく大名庭園「栗林公園」
江戸時代に高松藩主・松平家の城下町として栄えた香川県・高松市。
歴代高松藩主が藩の文化を生み育て、発信する場でもあった栗林公園は、紫雲山を背景とした75haの
広大な敷地に、池や築山が絶妙に配置されている、日本を代表する大名庭園です。

現在では、重要な文化財庭園として国の特別名勝に指定され、日本に関する旅行ガイド「ミシュラン・
グリーンガイド・ジャポン」では「わざわざ旅行する価値がある」を意味する三つ星に格付けされるな
ど、 国内外から高い評価を得ており、その美しい姿が引き継がれ、守られています。

明治の面影を残し、園内でもひときわ大きな存在感を放つ「商工奨励館」は、栗林公園が1899年に県立
公園として一般公開されることを機に建てられました。帝室技芸員の伊藤平左衛門が設計した、延床
面積1,262㎡の建物で、日本古来の建築様式に西洋的技法も見受けられます。土日祝を中心に伝統的
工芸品の製作実演も行っています。

また、園内には「香川をデザインした男」と称される和田邦坊（わだ くにぼう）氏が初代館長を務めた
「讃岐民芸館」があり、陶器や玩具、瓦など讃岐の伝統的な民芸品を展示しています。「かがわ物産館
（栗林庵）」では、県産の伝統的工芸品や本園の関連商品などを展示販売しています。

庭園鑑賞だけでなく、香川県の文化・芸術の発信地として、様々にお楽しみいただけます。

主催：一般財団法人かがわ県産品振興機構
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